
産学官連携推進委員会の検討事項等について 

 

１．本委員会の検討事項（案） 

（１）大学・国研と企業が実施する、特に「組織」対「組織」による大型共同研究活動について、

今後の更なる発展を目指す上での制度面の課題及び改善提案をとりまとめる。 

  

（２）共同研究活動として、具体的には、主に以下の取組をフォーカスに入れる。 

  ・産学官連携のマネジメント機能（オープンイノベーション機構等） 

  ・特定分野の産学官連携拠点（センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム拠点等） 

  ・大学・国研発ベンチャー企業 

 

（３）大学等を中心としたヒアリング・アンケートを実施し、共同研究活動を実施する中での具

体の課題（隘路）及び改善提案をケース・スタディとして整理する。企業に対しては、大学

等からの提案に対するニーズの有無の観点を中心にヒアリングを行う。 

 

（４）上記ケースを分析することにより、制度上の隘路となっている共通項（複数可）を特定し、

今後の改善に繋がる提案（法改正に係る提案を含む）を行う。 

 

２．スケジュール（案） 

7 月 8 日（月）10 時～12 時：第１回 

・事務局及び内閣府から説明 

・大場 好弘 委員（山形大学理事・副学長）からヒアリング 

 

7 月 17 日（水）10 時～12 時：第２回 

・加藤   滋 名古屋大学学術研究・産学官連携推進本部長補佐からヒアリング 

・小池 美穂 委員（株式会社マテリアル・コンセプト 代表取締役 CEO）からヒアリング 

・吉野 正則 北海道大学 COI「食と健康の達人」拠点プロジェクトリーダーからヒアリング 

 （7 月～8 月下旬：事務局にて大学等現地ヒアリング・アンケートを実施） 

 

9 月 4 日（水）10 時～12 時：第３回 

・小寺 秀俊 国立研究開発法人理化学研究所理事からヒアリング 

・事務局から大学等現地ヒアリング・アンケート結果の報告 

 

9 月 25 日（水）10 時～12 時：第４回 

・とりまとめ（案）を決定 

※上記日程は変更の可能性あり。また、必要に応じて第５回以降の開催を検討。 
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